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全パ｜西パ i作 ：パ［全j 西快パ
別 4/65 I山！叫 1111 921 103 96 1211 1231 61叫凶I1141 1011 1071! 107 
1965/66 I 11s1 1121 123[ 1131 99 1141 1川 1121 72[ 1251 1261 125[ 114[ 113( 116 
1966/67 I 1341 1241 1421 1461 lB 1481 1661 1681 91 1251 1261 1231 1171 117! 116 
(Monthly Statistical Bulletin 1967. 9より作成）













































































































































































































































































































































































































































































-267- 一（ 3 ）ー
パキスタン（ 1・2月〉




























一（ 4 ）ー -268ー
パキスタン（ 1・2月〉
ような論評を掲載している。その要旨は以下の通り。


























一のためのセミナーがダッカで開催：された。このセミナーには MLC,N DF, AL, N 
AP, Nizam, J amaatの6大野党代表，元東ノf首相アタウル・ラーマン・カーン，アジ
ズ－Jレ・ラーマン国会野党副指導者（AL）などが参加，野党を統一して統一野党戦線
(United Opposition Front）を結成する問題について意見を交換した。各政党の主張要



































































































一（ 8 ）ー -272-
パキスタン（ 1・2月〉
果をもたらし，消費財価格が急騰したのである。



























⑨ 四半期毎の動きをみると， 1965年 7Jj～9月までの第 1四半期は l億8070万
Jレピーの赤字，次いで10月～12月は4090万ルピーの赤字。しかし1966年 1月～ 3月
の第3四半期には 2億7890万ノレピーの黒字となり，同4月～ 6月には1510万ノレピー











③地域的にみると，イギリス（－ 2億2380)jルビー）， アメリカ（十 6080万ノレ
ピー〉，極東 C+ 2億4360万／レピー〕，日本（－ 2億4260万ルピー），インド C+6490 
万ノレピ－）， 中近東（十 1億6940万ノレヒo一），東欧（十 4510万ノレピ－）， 西欧（－ 1 
億5700万ノレピー〉。
4争力ラチの物価事情 （Dawn紙 1967.1. 9) 




麦（パンジャブ〉 0.50 0.81 62 
” （シンド〉 0.48 0.80 66 
小 麦 粉 （ 輸 入〉 0.42 0.47 12 
” 〈国産） 0.54 0.84 56 
麦〈加工乳〉 0.68 1.52 124 
米 (Sugdasi) 0.87 1.22 40 
I (Kangni) 0. M. 0.59 0.97 64 
I (Joshi) 0. M. 0.59 0.97 64 
＜豆 類＞ (split) （シーア単位）
Mash （飼料） 1.24 1.50 21 
ひよこ立 0.52 0.69 33 
＜魚 肉＞ （シーア当り〉 卵 （ダース当り〉
山羊肉 4.15 4.25 2 
牛 肉（雌牛〉 1.58 1.70 8 
魚 肉（Rahu) 2.42 2.50 3 
一（ 10）ー -274ー
パキスタン（ 1・2月）
魚 肉（小えび〉 2.00 3.75 87 
鶏 卵 3.19 3.20 0.3 
＜里子 菜＞ （シーア当り〉
じゃがいも 0.51 0.55 8 
玉ねぎ 0.46 0.48 4 
ト マ ト 1.48 0.76 -50 
く食用油＞ 〈シ｝ア当り）
からし油 3.00 4.50 50 
綿実油 2.90 3.98 37 
ごま油 3.25 4.50 38 
ヤシ油（輸入〉 4.60 4.65 10 
＜乳製品＞ （シーア当り）
4-:. 手L 0.90 1.00 10 
水牛乳 1.00 1.00 。
凝 手L(curd) 1.50 1.67 11 
バター油（ghee) 6.90 8.40 22 
＜塩，調味料＞ （シーア当り〉
海水塩 0.19 0.19 。
疋μ三, 塩 0.25 0.31 24 
乾とうがらし（小〉 2.00 4.51 125 
とうがらし粉 2.80 4.70 68 
ジンジャー 2.65 2.20 -17 
＜糖 類＞ （シーア当り）
精 製糖（C. R) 1.50 
" (0. M〕 1.76 1.37 -12 
甘薦糖 1.23 1.00 -19 
インドグルー（黒糖〉 0.70 0.54 -13 
＜ 茶 ＞ (2オンス当り〉
リプトン（白ラベル〉 0.60 0.77 28 
プルック・ボンド（3Roses) 0.60 0.77 28 
＜燃 料＞ （モーンド当り〉
薪 （アラビアゴムの木〉 4.00 4.50 12 






グレイ（コヒヌーア） w. 36＇’ 







争ミメンシンの物価事情 （PakistanObserver 1967. 1. 30) 
1967. 1. 15 
50～60（ルピー）米（ a）精米（ i ) atap ( 1モーンド）
” " (ii）パーボイルド
グ（ b) Medium 
1 ( c) Coarse 
からし油
豆（ a)Masur 
1 ( b) Moogh 
グ（ c) Khesari 





























































































































V西パ AL書記長逮捕一一酉パ AL書記長 GhulamM. Khan Luncikhwarは
西パ治安維持法により 1ヵ月の禁回に処せられた。

























































T AL, f日政治家を批判一一一MalikGhulam Jilani (A L指導者で元国会議員）
は 1月 1日から政治活動禁止を解かれた旧政治家が今になっても向分の政治的立
-279- 一（ 15 ）一
パキスタン Ct月〕










パML委員長， Kirmani同幹事長兼文相， M.Ail Khan, Ali Talpur （いずれも





は党総裁がff命する） 中央・州閣僚，両州知事，P M Lの国会議員などで全国回
教連盟評議会を構成するω
東パキスタンの党員登録は 2月つ十こまで延期された。
15日 V法相， Jamaat党を非難 ーサプール法相は Jamaat党が断食明けの祭りを 1








① 商店の場合，冬の間閉店は1二tJfi9 H寺から午後 (i時士で，夏の間は午前広
時から午後7時までとする。
(2') 婦人・子供の労働は午前G時から午役7時までの間にするの
(:1) 労働者の休暇は1'1日から'1GHに拡大するの ,16Hのうち10日は祭日， 10日

















19日 V西パ旧政治家の 2人，回教連盟に加入 阿パ旧政治家M守 H.Mahmood, 
M. A. H. ( :eelani (Multan）の2人はカヲ7の（〕ee






























りである lとのぺた。 lr:iJ教連盟に加入したのは Kazi Fazlullah, Kazi Akbar, 
Ali Hasnn Mangi, Hamid Hasan Farooqi, Abdul Majid Ahidのら人。なお
Ayub Khuhrn, Maula Bux S何 nnro氏も同教連盟．に入るとみられてし、る。
V東パ政府，政治犯20名を釈放 東パ政府はパ防衛条例のιとに逮捕ιされた
政治犯20名を釈が（することに決定Lfこ。この中には Mujilrnr Rahman （ヲジャシ
ャーイ）， Sheikh Ali J¥hmf河I（クーノレナ），日hupntiBhu削 nChoudhury （チッ
クゴン）， Shamsul Huq （グ、ッカ）などを合んでし、る。
22日 V東パ軍隊，名誉旗をうける一一一3月のパキスタン・デーにそなえ，陸軍総司


















































ト氏の外， Shorish Kashmiri （週刊紙 Chalanの編集長）， Mian Mohammad 
Shafi （ベデサン・ジャーナリスト）の2人が演説したり



























一（ 20 ）ー -284ー
パキスタン (1月）
29日 T Jamaat党首，逮捕さる一一一Jamaat党の Maudoodi党首， E Haq Thanir, 








































米の場台 1袋 c日.s七ーンド） 80.Wルピーで｛！：人れ， i袋出ルじりーで販売， l.80
ルピーを得ている。西パ食蝿J省次官補はこの要求を拒否したの















































37～38ノレピー，からし油は 1シーア 5.5Jレピー， ミルクは0.75！レピー，玉ネギ1
シーア 2ノレピー， となっている。その他魚類，野菜の価格も上昇した。




















































































































































31日 ’12月の外国貿易一一一12月の輸出額は 2億7050万ルピーで， 1966年7月～12月
までの6ヵ月の総輸出額は13億1460万ノレピーに達した。 12月の輸出の主な内訳は










































































































































































一（ 32）一 -296-・ 
パキスタン（ 2月〉
汁阿していたが，実際に集会が開かれたのはナラヤンガンジだけであ〆》た。ナラ
ヤンガンジの集会には AllPakistan Awami Leaεueの書記長 Zahirudclin，東ノ；
AL書記長代理 AmeenaBegum女史が挨拶， 6項目要求の実現，ムジブノレ・ラ
ーマンなど政治犯の釈放などを要求した。












































































4 日 Vアメリ力から小麦買入れ一一パ政府はアメリカから 4万2千トンの小麦を貝
入れるよう取りきめた。このうち 3万トンは HarlinMills （トン主り 66.64ドル）
から， l万2千トンは輸出業者（トン当り66.73ドノけから買い入れる。総額359
7:,9640 1ごyレO




























10日 Vパ・ポーランド貿易協定 ι ーパ・ポーランド！山i凶はワル’シャワで1967年のパ
ーター貿易協＇， j：に調印したυ これは例年のことで貿易内告も殆ど変っていなし、が
新よこに新聞JH紙がJJえられ，そのほか繊維製品，皮製M，鉱物， スポーツm品，
外科丹j器具，ハンカチーフ，ジュート・カーペット，ジュート，綿花などとな d ) 
℃いる。パギスグンの輸入品目は原材料，石炭，：Iークス，肥料，化学製品，手
道具， ACSR，白動織機，ポンプ，その他となってし、るu






























15 B V東パ， 2・3年内に食糧自給一一－－［ネム・力ーン東パ知事は束パの食出事情































































































































-247- 一（ 41) 
パキスタン（ 3月〕
10億ドノレ弱〉に28%不足の34億2000万ノレピー（約7億2000万ドル）にすぎな











































































1965 i 1966 
1第 ii第 21第 jl第 4［第 1r第 2l第 31第 4
［間半期｜四半期｜四半期 j;Lドf.期i四半期ll!Y半期i四半期（同半期
カラチ［凶 l 凶oI 112 ！凶！凶 I 153 -I 15s I 161 
ナラヤンガンジ 1 胤 l1381 142 : 印 1 1:-351 139 t 15:3 i 日
(QuartどrlyEL、正momiL‘Revi,cw1967. 4) 
輸出入額（月平均） (lOO)Jルピー）
1 9 6 s I 1 9 6 6 i 1967 
1第 li第 2:1第 31第 4第 1第， 2［第 3第 41第 1
！四半期！四半期｜四半期四半期j四半期｜四半期；［Ll半期i四半期！四半期
輸出（f.o.b) / 1ss.0126s.3j 262.7/ 219.7[ 1s7.0片84.31258. 0（叫
輸入（c.i. £) o; 315. 71 353. ol 312.0j 3/ 430. o(a) 
金・外貨準備 I218 I 223 I 221 i 221 1 279 I 283 I 225 I 200 I 183 (b{)9万ドlレ） I_ I !_ ' I I I 1 I (b) 
(a) 2ヵJ平均 (b) 2 J末 (Quarterly EconomんJRe・uie・w 1967. 4) 





















1965/fiG [ 4,700 f 3,420 
1966/67 f fJ,300 f 5,000 
1967 / 68 I G, 000 I 6, 000 
1968/69 I 6,700 I 7，川 I －ト 6.0
1969/70 i 7,300 I 8,480 1 十16.2
合 計 J 30,000 I 州 o I / 
← 251- 一（ 45 ）一
パキスタン（ 3月〉
⑤部門別資金配分（公共部門のみ〉（→資料参照）
I 計画原案 i 修正計画































































則。 I 31,000 f 100.0 
















































































決を支持している。 L，たがって， パキスタンに代表団が SEATO会議に参加するこ
とは，パキスタンのこうした態度を全く矛盾することになる。 これはアジアの一員と
してのパキスタンが負っている義務とも相いれないものである。
一（ 48 ）一 -254-
パキスタン（ 3月〉
〔I] 政治・外交


































3 日 V力ラチ港湾労働者スト一一西パ法相マリク A.Y.カーン氏はスト中のカラチ
港湾労働者に対L，職場に帰って義務を果すよう呼びかけた。港湾労働者のスト
は1月25日からつづし、ているつ



















5 日 V ブット前外相批判さる一一シンド地方の旧政治家で，この 1月政治活動を許

























































9 日 v空軍デモストレーションに中共製 MIG機一一イラン同壬を迎えペシャワー
ル近くの Jamrudで行なわれた空軍デモンストレーションに，昨年3月公開され
た中共製 MIG19塑戦闘機4機が参加ヲ パキスタン空軍により目標物に向けロ
ケット攻撃を行なった。 rNt製 MICが一般に公開されたのは 2度目であるがラ
パ空軍がそれを操縦したのは初めてのことであるの



















V西パ AL委員長，野党統一について語る 削パ AL委員長 Nasrullah
Khanはラホーノレで野党統一にっし、て， 5月末までには野党の統一戦線ができる













くりJ・.げた 1人なのだ！とのベ， Sangbad紙のコラムニストはプット氏が 1ヵ
Jj 以内に野党の統－戦線を結成するようにと提案したことに触れ， 「プット氏は
、J つにまとまず》た大野党の指導者にでもなるつもりなのか！と皮肉っているO
14日 T NAP，野党統一に対する見解発表 NAPの MohammadAfzal Khan 
Ban岳、hsh東パ書記長は前 PMLの総裁で！日政治家とレて政治活動を禁止され，










-259一 一（ 53 ）ー
パキスタン（ 3月〕
16日 V西パ政府， Jamaat党首釈放一一ムーサ凶パ知事は lJ 29日パ凶防u二により
























18日 l NAP指導者6人釈放さる－ 2月ラ Vehariで政府倉庫から不1：に物1W，を取
り出そうとして逮捕されていた NAP指導者6人が釈放された。















































































29日 T /ttefag紙編集長釈放さる ALのbJ貞H要求を支払iする論刊を書さ， l),{j二


















































2 日 v肥料生産の実態 -Industrial Financial Agencyの行なった調査によれば，
パキスタンはますます増大する肥料需要に対し，生産は少なし外貨不足から輸
入量；も少なく，深刻な肥料不足になるとみられる。国内での肥料の生産高は1964
/65年度でお万3000トン cvLiノミ 16万1400トン，束パ7万2000トン）， リアノレプー
ノレ，ダウドケノレ， ムノレタン（以上西ノサ， フェンチガンヂ（東パ）の4工場の全生







































-265 一（ 59 ）一
パキスタン (:3月）








億ドノレで，このうち外貨は 5億ドノレ。このうち， 3億から 3倍 2千万ドノレはイン
ダス河流域開発基金のうちからあてられ，残り 1億 5千万ドノレが問題となる。こ




維業の未熟練労働＇：－ t]＇の賃金を 50引〉上け二カラチl也ばでは lJI 4.5ノレピー，その他
では 4；レピーにするよう勧告。 lri1委員一会がこれまで勧告したその他の地位の人々
の最低賃金は次の通り。 SupervisoryA (JJ 1500；レピー〉同B （月1000；レピー〉
l1iJじ（凡700ノレピー〉ラ Ii] D ()] 400ノレピー〉， inJE UJ 300ルピー）， lifJ F (Ji 200 
／レピー）。 MinisterialA ( )J:350；レピー）， li,j B （月250ルピー）フ liJじ rn115ルピ
ー）， l1iJD (JJ 150ノレピ－｝，熟練；｝j’働者・A(Jj 221ノレピーフ þÿeå8. 50ノレピー〉， [hj B 
(}j 195ノレピー， 1[7.50；レピー） [ri]C （月 169ノレピー， 日6.50ノレピー〉。半熟練労
働者（月143ルピーラ JJ5.50ノレピー）。未熟練労働者 ()J117ノレビーフ 日4.50ノレピ
ー）。以上カラチの場合で，それ以外の所では10%程度安い。


























14日 V 日本の円借款の内容－ 1%7／（前年度分として日本が約束した円f片款：3000Jj
ドノレ（プロジェクト1500万ドルラノン・プロジヱケト1500万ドル〕の内存につい
てパ・ 日両国の討議がなされ，ほぼ同意に達した。プロジェクト援助はチッタゴ

































メリカの肥料価格は日本の 2倍， ソ連の 3倍とU、われている（パキスタンの年
肥料輸入必要昆；は100万トン， 7000万～7500万ドノレ）。
@ Tarbelaダムについて，世銀はダム計Rfiに必要な外貨額4億8900万ドル





















は4パイセ下がって 1.19ノレピー，ジョシ米は 3パイセ下がって 1.09；レピーとな





























































































































































年 度 l計画原案 l修正言i 両
1965/66 I ,1 700 ! 3,420 
1966/67 I 日ヲ300 : 5,000 
1967 /68 [ G,000 ! 6,000 
1968/69 I G, 700 I 7,100 
1969/70 I 7,300 I s,480 



















土木工事 i:rf・ @i 
l計画原案 l修正
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パ 奇スタン（ 3 Jj〕
第 3次5ヵ年五h邸lの初年度実地に必要な 5｛志ドルの｛背款要請を審議するため， 19G5 











































































































































こうして NDF,MLC, AL, Jamaat, Nizamの5大野党が NAPを除き統一戦線を
つくる見通しが強くなってきている。 4月25日から東パキスタン・ダッカにあるヌ－
yレノレ・アミン氏宅で上記5大野兎代表者会議がつづけられ，同28日には統一要求づく














































































2 日 T MLC党首にダウルタナ氏一一回教連盟評議会派（MLC）はヲホールで、代表者
大会を聞き， 3年に 1度の党役員選挙を行なった結果， Mian Mumtaz Maham闘
mad Khan Daultana （旧政治家でこの 1月 1日に政界復帰した）が党委員長に選
























































長で農業相でもある S.A. S. Kirmani氏と会見，党活動家がもぺ E活動できる
よう党組織を強化するよう指示を与えた。
T MLCで内部対立一一－ 6 n 2, 3日ヲホーノレで、行なわれた MLCの党役民選
挙をめぐって， MLC内部で対立が表i面化してきてし、る。対立は国会の MLCグ





































































11日 T MLC委員長 PMLとの統合を否定一一一DaultanaMLC委員長は同党と PML







T MLC，中央執行委18人任命さる一一－Daultana委員長は MLCrj:i央執行委 18
人（東西各 9人〕を任命Lた。他の4人は未定。なお中央委を辞退した Khan











































































































































































































































































25日 V ソ連， NAP委員長を療養に招待一一一ソ連は NAP委員長パシャーニ氏を療養
のためソ速に来るよう招請したとい才一〉れる。




















ない。若干の人々， NasrullahKhan, Daultana, Gholam Gilani, Ataur R. 




































ハりつ】 一（ 97 ）一
パキスタン（ 4月）


















凶パ輸出入 l 億3170万Yレピー（輸出〉， 3倍5120万ノレピー（輸入）
6 日 V西パ，ジョシ米配給一一四パ政府はカラチで東ノ：キスタン出身者の多ャ地域
の配給所で，ジョシ米を 1シーア56パイサで l人2分の lシーア宛配給をはじめ
たυ 市場でのジョシ米1Jfi主1シーア1.19；レピーから1.5ノレピーとなっている。
砂糖の配給は13日からω 砂糖の配給価格は 1モーンド55ノレピー， 1シーアl.?)7 










買上げ価格を， 1967/68年米から 1モーンド当り 1.5ノレピー引き上げることに決定
一（ 98 ）ー ヮ“ハUりLH
パキスタン（ 4月）
した。
T PL480見返資金一一一束パは PIASO見返資金のうち 1億4700万ノレピーを一部
贈与，一部借款で受け， EPWAPDA，保健，海岸の護岸工事などに使用する。
























ヂ:r= こE コ 4800万ドル
ご工 一 ゴ 35807iドノレ
ポーランド 410万ドル
スウェーヂン 480万ドル







































1965. 7～1966.2 4,208.:3 2,717.7 1,490.6 
1966. 7～1967.2 3,137.3 1,915.5 1,221.8 



































界を示しているといえるだろう。 PDMに加わった ALも， その内部で執行
部と下部党員が PDMをめぐって対立している。 これもまた PDMの限界を





















































タン民主主義運動 PakistanDemocratic Movement= PDMを結成した， 参加政党は




































議 長 N. N. Khan (AL）東ノミ
書記長 Mahmud Ali (NDF）東ノミ


















































この PDMの8項目要求に賛成した同党交渉代表者 AbdusSalam Khan同党東












T NAP, PDMを批判一一一パンジャブ，パハワルプーノレの NAPの指導者 C.R.

















































2 日 V駐米・パ大使，ジョンソン大統領と会談 駐米・パ大使アガ・ヒラリーは
ホワイトハウスで行なわれた外交官レセプションに出席してジョンソン大統領と
会談，パ・米関係について話した。

















































































, AL力ラチ支部， PDMを批判－ALカラチ支部は PDMを批判，これは東ノミ
AL委員長代理がいったように権威のない， 責任のない，非民主的なものである
とのベた。また PDMはパキスタン民主主義運動ではなく PakistanDaultana 
Movementであるとして MLCの Daultana氏を批判している。 カラチ AL支部
はさらに ALの6項目要求こそ民主主義を回復し守るものであると強調した。
V西パ政府， 少数民族担当省を新設一一西パ政府は少数民族担当省Ministry
for Tribal Affairsを新設，K.Ghulam Sarwar Khan現歳入相を兼任させると発
表した。次官は内務次官が兼務する。また商パ少数民・族地域の開発をすすめ，生












7 日 v回教連盟評議会派， ダッカで評議員会を開く一一一回教連盟評議会派（MLC)
はダッカで評議員会を開催， 政府に対し非常事態宣言の解除，刑法144条適用の
廃止，東西両州を施行する場合の税関チェックの廃止， 第2首都の名前を Sali-



































































































12日 f NAP, PDMを批判一一ダッカの PaltanMaidanで開かれた NAP主催の大衆
集会で， NAP指導者が PDMを批判， 参加した労働者がそれに対して“われわ












多くの人々の要求だ。 しかしそれは NDFや他の政党のつくった PDMのような
ものであってはならない。 PDMの8項目要求のうち， NAPが承認できるのは
直接選挙と議会制度の要求だけであるJとのベた。


































































































16日 T NAP東パ執行委聞く一一NAP束パ執行委が聞かれ， 国内情勢について話合
いがなされた。執行委はすべての政治犯の既時釈放を政府に要求した。 NAPの
中で逮捕されている主な人は， Haji Mohammed Danesh副委員会p Altaf Hu-






















































20日 V東パ Aし執行委， PDMへの協力を留保一一束パAL執行委は PDMに対する
同党の態度を検討した結果， PDMの8項目要求と同党の6項目要求との関係か
ら， PDMに参加するかどうかは同東パAL評議員会にその最終決定をゆだねる









































22日 T NAP書記長， PDM lこ対する態度を説明一一－NAPウスマニ書記長はダッカで

























T Barisal （クールナ県〉野党， PDMを支持。
Vルーマニア外相パーールーマニアの CorneliuManescu外相夫妻は 5日間
の公式訪問のためカラチに到着した。カラチではヒ。ノレザダ外相の夕食会に出席，




23日 T PDM, 役員決まる一一一ラホーノレで21日から 3!3間聞かれていた PDM会議で
役員選；挙が行なわれ，満場一致で以下の役貝が決定した。
議長 NawabzadaNasrullah Khan (AL）東パ
書記長 MahmudAli (NDF）束ノミ
副議長A Sheikh Nasim Hasan (Nizam-i-lslam）東パ
副議長 KhawajaKhairuclclin (MLC)西パ
書 記 Sidclique-ul-HassanGilani (Jamaat）東パ








府の不許可という事態を検討するため，全ノζ新聞協会APNS,CDNI, CPNE, E 
PUJ，新聞出版労働者組合連合 NPWFに対し，代表を送り協議するよう訴えたっ
















































































































































































































































要求6億 5千万ドノレに対して， 3億2千万ドノレしか約束せず， とくに IDA,
アメリカはプロジェクト援助を発表していない。債権国会議はパキスタンに
対し軍事費削減，既存設備の完全な活用などを要求したといわれている。政


























































金 ・ 外 貨 保 有 高




















































や1966/67年度パキスタン経済事情 （Dawn1967. 6. 7) 
パキスタン政府は 1967/68年度予算案発表に先だち 6月 6fl, パキスタン経済事情
(1966/67）を発表した。 この報告は 1966/67年度の経済事情を概観したもので，とれ



































































多1967/68年度パキスタン予算案 （Dawn1967. 6. 11) 



















































































































































































































































































































































































471 ( 9) 
2,250(40) 
19(0.2) 
530 ( 8) 
39(23) 































生豆 期 債 務 （純計）


























；叫 443 ! (31) 
246 
448 
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-219ー 一（ 137）ー
パキスタン（ 6月〉




















































11億 4550万ルピー〉。総資産は1966年12月末で 2750万ノレピー， 1966年中の純益は
1880万ノレピー。














⑤ NIUT (National Investment Unit Trustト結成以来4年間に基金は1690万
ノレピー増えて，今で、は9300万ノレピーとなってし、る。ユニット・ホーノレダーの数も，
2000から 2万に増えた。














東パキスタン！日1.s¥1s5.4j 14s.2¥ 14s.2i 121.s! 121.2＼山1＼山o[nG.s¥ ns.s 










































































4 日 Vアラブ連合特使訪パ一一アラブ連合ナセノレ大統領の特使 Salehal Abd氏が
ニュー・デリーからカラテに到着した。 5日にラワーノレピンジに向い，アユプ大
統領に対しナセノレの親書を手交する。




























-225- 一（ 143 )-
パキスタン（ 6月〉
V力ラチで反イスラエル米・英デモ NAP, National Studeuts Federation, 













基本的民主主義が施行されてから 2度目の BD選挙を行なった。選挙される BD
は1175人，立候補者は2618人となっている。


























1 日 V新選挙人名簿作成一一選挙管理委員長 S.A. Rahman判事はダッカで記者
会見， 1969年に行なわれる BD選挙（基本的民主主義制度にもとづく選挙〉のた
め，最も新しい選挙人名簿をつくることを明らかにした。











13日 V北朝鮮特使訪パ一一一北朝鮮の PakWang Sab特使は5日間の予定でパキス
タンを訪問のためカラチに到着した。氏はアュプ大統領， ヒ。ノレザ、ダ外相，工業・
商業担当次官等々と会見する予定。
14日 Vブット前外相， PDMに参加か一一新たに選ばれた西パ AL委員長 Melik
Ghulam Gilaniがプット前外相と会見した後発表したところでは，プット前外相
は近く PDMに参加するかもしれないという。プット氏は近く東ノfを訪問，政治






















































































2 日 Vパ債権国会議， 3億 2千万ドjレ援助を約束一一特記事項参照。







4 日 V米価値上り一一ダッカを中心に再び米価が値上り傾向を見せて来ている。 1
モーンド当りの米価は， 2週間前に比べ2～4ルビーも上り， 45から54ノレピーと
なっている。 Balam米は 1モーンド 52～54ルピー（ 2週間前は50～52ルピー），
Dinajpur米， Biroi米は48～50ノレピー（46ノレピー〉， となっている。
卵も 4個で75パイセ， 2週間前は50～62パイセであった。野菜も値上り，玉ネ
ギは 1シーア31パイセ， 1ヵ月半前は25パイセであった。塩の価格も上昇， 1シ
ーア37パイセ（2週間前は25～31パイセ〉となった。牛肉，マトンなどの価格は








































































































































































下級 綿糸 10番手 3.64／レピー 5.50；レピー 1.86ノレピー
I 20 グ 4.63 5.60 0.87 
中 級 綿 糸 32 " 10.03 11.00 0.97 
世 4() I 16.10 17.50 1.40 
世 6() I 25.86 28.00 2.14 




























































より低下しはじめている。 1965/66に比べ， 1966.7～1967.5までの卸売物価は 3
～18%上昇してし、るが， 1967.5は全体的に下降傾向にある。東ノミキスタンの一般







































Raw materials for flourescent tubes, materials for manufacture of electric 
bulbs, chalk and clay, electric insulating materials, packing for engines and 
boilers, maintenance spares, duplicating stenじils，じoirropes, clome nuts, nylon 













































































ジュート・ボード 業 界 妥当な数字
生 産 盟粧ま、 600 655 655 
前年より持越 40 50 60 
供給総量 640 705 715 
輸 出 350 350 350 
国内消費 250 250 240 
需要総量 600 600 590 




ジュート・ボード 業 界 妥当な数字
生 産 量 750 750 700～720 
前年より持越 40 105 125 
供給総量 790 855 825～845 
輸出（必要量） 490 575 450 
国内消費 300 280 270 
需要総量 790 855 720 
次年度の繰越 。 。 105～125 



































Pakistan Observer (1%7. 7. 29）によれば， 1人汁り食糧は1965/66に1:1.60オンス
で，これは1948/49の15.82オンスに比べ減ノかしてし、る。 この原閃は，人「！の増加率に






（ 万トン） 0万トン） (10万人）
1 人（オ当ンりス食）糧
1948/49 136.1 1.61 770.1 15.82 
1949/50 132.1 0.21 787.8 14.90 
1950/51 133.0 3.25 805.9 14.19 
1951/52 117.1 0.73 824.4 12.47 
1952/53 115.0 7.94 843.4 12.97 
1953/54 140.8 6.21 862.8 15.13 
1954/55 127.2 2.05 882.6 12.51 
1955/56 117.4 0.32 902.9 11.53 
































9.04 944.9 13.14 
5.31 966.6 12.38 
12.36 988.8 14.20 
16.22 1,014.5 14.99 
9.54 1,040.9 14.J2 
16.71 1,067.9 14.16 
15.43 1,095.6 14.91 
15.74 1,124.1 15.21 






ll;L23 B1 .74 
I 16. lG 1'.15. H> 

















T PDM, Maizdi Courtで集会一－PDMは MaizdiCourtで大衆集会を聞き，議
長N・N・カーンその他 PDM役員が演説，アユプ政権の非民主的政策を批判，
民主主義・基本的人権獲得のための統ーを訴えた。







犯すものであり， パキスタンの愛国者でないことを示すものだ， とのべ， NAP
を激しく批判した。ダウノレタナ氏はしかし， Jamaat党が NAP,Jamiat・ul-Ulema-



































V ピルザダ外相， CENTO会議に不参加一一一ヒ。ルザ、ダ外相は 7月10日から開かれ
る予定の CENTO閣僚年次会議に参加しないものとみられている。 この会議で
は中近東問題が議題の中心になるとみられている。











- 215 - ミ（ 163）ー
パキスタン（ 7月）
5 日 V無任所相に NawabAbdul Ghafoor氏一一パ政府は Hotiの NawabAbdul 
Ghafoor氏を大統領閣議メンバーとして無任所相に任命した。これは辞任するフ
アルーク商相の後任になるものとみられている。










6 日 T PDM, クルーナで活動者会議－PDMはクー／レナで各参加野党の活動者会
訴を聞き，統ーして民主主義In！復のため闘うよう訴えた。
7 日 T PDM，ラジャシャーイで党活動者会議一一一－PDMはヲジャシャーイで野党活
動：者会議をrm,.,t:この N・N・ カーン議長は会議で演説，出席者に対L，すべての
意見の相違：をなくし，民て］－：（10権平IJ日復のために PDMのもとに統－・－するよう訴え













(l) 〔APPの HamidJalal氏の質問に答え） 大統領として考えている竺つ
一（ 164）ー ←→ 216 
パキスタン（ 7月）
の主要な任務はパキスケンの統ーを守り，社会的・経済的発）冗をはかり，人々
















































































































20日 V東パ Alの内情－－ Pakistan Obserc’u 特派員の相合によれば，東パ ALは





部には NAPとの連合をという声もある。 しかし， ALの中には NAPをPDM
よりも嫌う人々もいる。 AL党員の推定によると，東ノfの8地区の ALは PDM
参加を支持， 2地区の ALは二つの意見に分れ， 1地区は PDM参加に反対， 5
地区は PDM参加が強いが，不参加の意見もあるという状態にある。また東ノミ議





























(10人）を承認した。役員は Abu Hussein, Sarker Ataur Rahman Khan, 
Moulana Alter Hussein, A. S. M. Suleiman (MNA), M. A. Samad. Nurur 




















































31日 T RCD首脳会談，テヘランで共同戸明発表一一30,31の両日 RCD首脳会談が








































































西パキ 1 I I l %I %I. I I %1 % スタン＼1,068¥1,53111,379'1-9. 93,+29 .121,2,200'14,4013, 163 -28 .131+ 43. 77 
瓦石「「1 i I I 「寸← -.T三一







きている。 この小麦は 7月から到若しはじめるだろう。 このうち 60万トンは
西パに， 40万トンは東パに送られる。




























































































































エーカーに比べ 1.2%増加している。これは主として Kalat,D. I.カーン，ラ
ホール，サlレゴダの各地で、増加し，若干・の地-Jiで、は減少した。これはこれらの
町一（ 176) 『 ー－228-
パキスタン（ 7月）
地域で砂糖キピ，綿花の生産が増加したためである。






































を聞き（ 8月13・14日）， PDM反対派の書記長代理が決’めた 8月19日の東パ
AL評議員会を中止し，新たに 9月初日に評議会を召集することを決めた。
一方 PDM反対派は19日予定通り同党評議員会を聞き， PDM賛成派を除名
し， PDM不参加， ムジプノレ・ラーマンの 6項目要求支持を決定， ここに東

















































機に PDM参加派と， 6項目要求支持派に分かれ， PDM参加派は PDMに代表を送
り， 6項目要求支持派は新たにパキスタン ALを結成した（札 27）ο
AL内部には PDMが結成される前からその参加をめぐって内部にi怠見の対立があ































中近東 6 .60(%) ラテン・アメソカ l.69(%) 
h足 東 23.23 
E E C 14.48 
EFTA  16.59 
その他西欧 3.29 
東 欧 10.29 
輸出のミとなものは以下の通り。 （%〉








ジュート 9億0910万ノレピー（32.17) ナメシ皮 1億1340万γレピー（4.01)
製ジュー品ト 6 イ意3080 I! (22.32) 綿 布 1億0200 II (3.61) 
原 綿 2倍、6090 月y ( 9.23) 魚 5820 I (2.06) 
綿製品 1億5430 II ( 5.46) 羊 毛 3980 I (1.41) 
米 1億4980 II ( 5.30) 
































83万トンに達している。 この需要は1970年までに 150万トン（西パ 100万トン，東ノξ
50万トン）に達すると予想されている。 しかし国連発表によれば，ヨーロッパの鉄鋼
消費量は1980年までに 1人当り年間 sookg C約 600ポンド〉に達するとみられている













15万トンのインゴットから製品化されるものO Bars and Shapes 4万3千トン～ 4
万5千トン， BlackPlain 4千トン， Galvanised Plain 6千トン， GalvanisedCor-





































(2) 天然ガスに対する需要は年々高まっている。 Sui ガスの生産能力は現在開発





パの Dhulianガスー 1工場が東の Chhatakガスである。残り lT場だけが石油を
燃料としている。
(4) 1955年， Sui ガスが商業ベースにのるようになってからセメント生産量はほ



















1944年 1億3370 I 
1965年 8670 I 
(2) この 3年間の外国投資の部門別内訳は次の通り。
製 造 業 1億1430万ノレピー（36.94%)
商 業 51:-30 I (16.58%) 
建 弓匝J又1斗 業 4410 I (14.25%) 
輸送・倉庫・通信 3660 ／ (11.83%) 
鉱 業： 3050 ” ( 9.86%) 
(3）国別内訳
イ ギリ ス 1億3940万ルピー（45.05%)
ア メ カ 8310 I (26 .86%) 
そ の 他 8690 I (28.09%) 
(4) 投資の種類：現金投資16.49%，資本財による投資53.09%，再投資30.45%0
(5) パキスタンにある外国資産総計は， 1965年末で26億1200万lレピー（約5億5
千万ドル）で， 1964年の24億6950万ノレピー（約5億 2千万ドル〉， 1963年23億1980
万ノレピー（約4億千万ドノレ〉と年々増加しているの
修ベトナム戦争の見通し （Dawn1967. 8. 5) 
アメリカ国務省は 9月に行なわれる予定の南ベトナム選挙期間中， 北爆を停止させ
ヴ

















































































は MahmudAli PDM書記長， MohiuddinAhmed NAP書記， Mukhlesuzza-



















7 B Vパ，サウジ・アラピ、ア陸軍を副練一一訪パ中のサウジ・アラビア Aziz国防
相は 2日間に亘るパ国防相・アユプ大統領などとの会談の結果，パキスタンに対
し陸軍の訓練を委ねる協定に調印した。































































にも行なわれる予定。声明に著名した人は BegumSufia Kamal, Bag山 nRaisa 
Harun, Mrs. Amena Begum, Kamrunnahar Laili, Shamsunnahar Ahmed, 
Mahfuza Khanam （ダッカ大学中央学生ユニオン副委員長）， Mini Marzina （エ
デン・女子大学副委員長）， Shahana Akhter (Ruqayya Hall副委員長）， Ilasina 








16日 T ALの分裂について－AL中央執行委員会 PDM派は同党委員長 ・PDM議
長 N.N. Khanに対し， PDM束パ支部をつくるため東ノミ ALの代表者を任名
する権限を与えた。これは同中央執行委がダッカで聞いた委員会で決定されたも
ので，東パ ALの PDM賛成派による委員会を支持し，東ノミ AL委員長代理（P
DM反対派〉を不法なものとして非難している。この結果，東ノξALは完全に
ニつの分派に分けられることになる。






Muslim Leagueから AwamiLeagueに変えたとき， 2回目は1957年外交政策
をめぐって分裂， NAPができたとき， 3回目は， 1964年 ALの復活をめぐって









































































評議員会で、は東パ AL,Syed N azrul Islam委員長代理が経過報告を行ない，









なお，除名されたメンバーのうち， 14人の指導者の名前は以 1ごの通り。 Abdus
Salam Khan, Zahiruddin, A. R. Tarkabagish, Mujibur Rahman (Rajshahi), 
N. I. Chowdhury, Matiur Rahman, A. Rahman Khan, M. A. Rashid (Jεssore), 









委員長 Abclus Salam Khan (AL) 
書記長 Ghulam Azam教授 (Jamaat)
副委員長 Maulana Syed Muslehuddin (Nizam) 
N oazesh Ahmed (MLC) 
書 記 MaulanaNurzzaman (MLC) 
会計 M.R. Khan (Nizam) 
なお束パ PDM執行委のメンパーは19日発表されているυ メシパーは各政党か
ら10人全部で50人，執行委員候補は20人で，内訳は AL5人， Jamaat3人， ND
F 6人， Nizam2人， MLC4人となっている。事L行委第 1/1！会議は 8月27flに
聞かれる予定。

























23日 Vラホールに刑法 144条一一政府はラホールに対し2H川、ら 1週間，刑法 144
条により集会禁止令を出した。
T AL, PDM賛成派による東パ AL執行委を任命 パキスタン AL中央執行委
はおH委員会を開き，東パ Aしの PDM賛成派による暫定執行委員を任命した。
この委員会は， 9月30日聞かれる東パ Aし評議員会で正式に執行委貝が選挙され
るまでの暫定的なものである。執行委民は 25人で，委員長は Maulana Abdur 
Rashid Tarkabagish，書記長は MujiburRahman。
25日 Vダッカにパ・中友好協会開く一一一ダッカ市にパ・中友好協会（Pak-China












パキスタン（ 8 )j) 
宗したことをめぐって，これを掠奪結婚だと主張するヒンズー教徒がさわぎ出し
たもの。






























































ダッカ大学中央学生ユニオン副議長・書記長IqbalHall, Jagannath Hall, Dacca 
Hall, Fazlul Huq Hall, Jagannath College, Quaide-Azam College, Central 
-249- 一（ 197）ー
パキスタン（ 8月〕
Law College, Eden Girls' Collegeなどの副議長および書記長， rl201:'io






























一（ 198) ・一 -250-
パキスタン（ 8月〉
〔I〕経済












































































東：米 1090万トン， ジュート 750万パーレ
西：小 麦 540万トン， 良質米 60万トン
























7 日 Vラワールヒンジ， Tutの石油採掘成功一一一ラワールピンジから90マイルのTut




がイスヲマパ、ソドで聞かれ， イランの A.M. Majidi副首相， トルゴの Turgut
Ozal，パの QamarulTslamが代表として出席した。委員会では 3国の貿易を上
り一層拡大するための方策についての検討がなされた。 RCDではすでに支払同



















総計は 1億4420万ドルにも達する。また IFCは PICICに44万9400ドルを出資し
ており，その他 PICICE合弁企業をも営んで、いる。
















































































(Trading Corporation of Pakistan Ltd.）の総主民に AbdulGhafoor Khanを任
命，理事に新商相，商務次官 Vaqar Ahmad，大蔵次官 GhulamIshaq Khan, 



















23日 T 1967／何年度東パ米の生産目標 1130万トン一一食糧増産運動のもとで政府の
出す1967/68年度米の生産目標は1130万トンに決められた。
24日 Vチッタゴン製鋼所開所式一一チッタゴ、ン製鋼所はアユブ大統領を迎え開所式
























需要量 生 産 高 不足量 輸入量 吉宗蒜
1964/65 596万6700 451万8000 144万8700 119万2000 25万6000
1965/66 612万7800 387万3000 225万4800 72万2000 153万2000
































① Dawood Hercules of Delaware USA: Chichs ki Malianに建設し，
Sui Northern Gasを使用する。総費用は6600万ドノレで、アメリカのパートナ｝
が1060万ドノレ投資するO 投資の割合はパキスタン資本40%。
③ Adamjee Americal Cyrramide Project: Sheikhupuraに建設し， Sui
Northern Gasを使用する。総費用は6600万ドル，投資の割合はパキスタン資
本30%。














一（ 208）← -260 
パキスタン（ 8月〉






























































































































































































移パキスタン中央銀行 StateBank of Pakistan年報発表（19G7.9. 10) 
パキスタン中央銀行は 1966/67年度の年報を発表した。内容要旨以下の通り。
① 1966/67年度の GNPの増加率は5.2% （前年度4.6%），農業生産の増加率
は3.2%C同0.8%），工業生産のそれは 8.6%（同6%）と予想されている中












マージンを15～50%に制限したこと， 5月の抹式に対する前貸を禁！としたこと， G 


















21社の株の引受人となり， 7社の社債発行を援助しラ投資計画 Investors'Scheme 
を実行に移した。
（吾川の株式および社債の引受人としてTCPが投資した令額は 1倍7540万ノレピー






























パキスタン（ 9 }] ) 














13日 T APAL 6項目要求派の組職化すすむ－8月27日，新たに誕生した全パキス



















V ブット前外相，新党結成か 一← FaA’istan Ob.苦e



















































V東パ Faridpur補欠選挙，与党勝利一 東ノミ Faridpurで行なわれた補欠選挙













← 227 一（221) 



































































ピノレザダ外相， Yusuf外務次官， アノレタフ・グハ｝ノレ情報省次官， カマノレッディ
一－229 一（ 223）一


















26日 V東パ AL反 PDM派執行委聞く 東パ AL[i PDM派の執行委員会がお・
26日に開かれ，！日 ALの東パ執行委14人が10月10日までに ALば PDMfJKへ）必ら
ないならば， il：式にこの14人を除名することに決定した〔この14人の中にはPDM
民成派町、ALの暫定委民会議氏，書記長などが含まれている）。 この例行委は
















h Pている］とのべ／こυ またlr,J）」統領は fシlごの＇￥ fli1拡大について触れ， 「fン
ドカミ’＇.，ft'.iJLを行ない，その市r'i.;,tミとしてのパ】・イぴ）〉戸市；r'tぐJγンバランスもまたl台アジ
























27日 V西パ NAP内紛一一一ノfンジャブ NAPのC.R.Aslam委員長はこのほど Rafiq
臼lieikh,Anwar Chaudliri, Rauf TahirのJJ:（；を「党l[1央執行委の決定に反して
PDMに賛成し，党活動家に対し PDM参加を呼びかけた」ことを理由に除名す
一泊1- 一（ 225）ー
パキスタン（ 9 Jj) 
ると発表した。これに対し西パ NAP委員長 MahmudAli Kasuriはこの除名
排置の執行を禁じ， Aslamパンジャブ NAP委員長に対し＇ J:実の説明を行なう
よう命じた。
一一方，ラホー／レ NAド執行委はこの－凶パ NAPの指令を「党綱領に反し，非民
主主義的で， NAPの利誌にIiするものjと非難，パ、ンャーニ NAP委貝長， C.
R. Aslamパンジャブ・パハワルプーノレNAP委員長を支持し，党内外で NAド
の指導者に反対L, q1傷する人々 の行動を断［.＇ i］排除するとの決意を去l珂したりこ

























一（ 226) ワμqo っ
“
バキスタン（ 9 Jj) 
CENTOの必要性を認めないとの見方に（！；iいているようである（なお，このニユ
｝スはワシントン情報筋が否定した）
28日 V西パ NAP，さらに 3名を党員権停止一一うホー／レ NAPの SarclarShan kat 
Ali委員長は＼1iJラホー／レi也｜王 Ni¥.P執行委 3づむについて，執行委から外し，さら
に党員権停止を命じた。党1｛権停止処分をうけた人は RozdarKhan, Khalid 



























-233・ ー 一（ 227）一
































30日 V文部次官，中国の文化革命を評価－ Q. U. Shahab；主部次官はラワールピ

























ムギ｛いており， Au日米で lモーンド!JO～41yレピー， Balam米で49～so，レピーヲ
Aman本－でイ約ん4/)Jレlて。ーであるのしかし野菜・魚煩および香辛料の値i：りが激
しく，ザサギで lシーア］／レピー〔 1週間前は75ノミィセ）， hrinjal は同50～60パ






























































8 日 V アメリ力貿易チーム，来春訪パ一一アメリカ貿易チームが来春パキスタンを
訪問する。これはアメリカの対パ輸出を伸ばし，個人投資の機会をみつけるため
で，財界5人，政府役人2人の 7人の予定。





















































en スチーノレ・パイプ。（G.I. P.パイプのためのもの） イタリー
⑦非鉄金属＠銅・アルミエコーム カナゲ
＠亜鉛・鉛 北朝鮮
命 硫 黄 カナダ
一（1 銑 鉄 ソ連・ブルガリア
巾鉄鋼製品（注） 北朝鮮
en：〕 Carbontools steel, hi♂h speep steel, alloy tool steel, alloy steel 
for strncture, steel plates. 
資1告のある輸入業者はパキスタン貿易公社（TCP）の指定する用紙に必要事項
を記入してその取引銀行に提出する。用紙は NationalBank of Pakistan, IIabil下
























15日 V東パ・米価上昇一一 ゲッカをはじめ東パ各地の米価は 2週間前より 1モーン
ド50パイサから lルピー上昇してし、る。米の価格は 1モーンド41～52ルピーでう






































































る要因でもある 1966年 5月現在小麦収量は 387万 1千トンと推計されたのこの推計収
量は前年度収量に比し14.1%減である。小麦がこのように減収となった理由としては
作付面積の減少， 長期早魁，溝水量の不足があった。米作について 1966/67年度収量























































































たυ 新設支店は 1966/67年度は 2行，前年度は 1行であ J Jた。支店，出張所，出納所


























































































現在， NAPが分裂することになれば， ALの反PDM派と NAPのそれとが
し、よいよ接近することは明らかであろう。 AL反 PDM派がこれまでの方針













































































































5 日 Vアユブ大統領月例ラジオ放送一一ーアユブ大統領は毎月 1IJにラジオ放送を行
ない，前1ヵ月の政治・経済に関する報告をしているが， 10月 1!=Iはソ連訪問1f
のため 5IJに放送された。その要旨は以下の通り Q





































































V酋パ NA P内紛一一西パNAP委員長MianMahmud Ali Kasuriは Mian-













6 日 T NA P，シンドでも分裂か一一一一シンド NAPの委員長ShaikhAbdul Majid，存



























































支持している。 彼等のH'i導者は MianShaheen Shahで， 現 NAP阿パ委：n長
Kasuri派の指導者 Majorlshaqと対立してし、るのである。…方NAPの巾のナ
ショナリストは西パを 1州とすることに強く反対している。最近APALは丙パ
] J十｜に）正対する決議を採択したがペシャワールの NAP委員長－S.M. J¥yuh l土
日 rhadの NAPもAPALの6J{l:1要求を支持するよう主張している。
T NAP書記長， APALの決定を評価 -NAPウスマユ書：記長はダッカで新らし

















がその委員長となっていた。 この特別評議会には NAPの中央書記 Mohiuddin
Ahmed，束パ執行委HahiburRaman (Sylhet）が参加していたの AltafAliとと
もに反旗をひるがえして退場したのは AzizurHuq （ボグラ〕， AtaurRahman 
（ラジシャーイ〕， AbdurRazak （ジェッソーノレ〉， A. M. Ferdous （クノレ｝ナ〉，
Nurul Islam （パリサ－；レ＼ Bijoy Chatterjee （ダッカ）， Osman Gani （ゲッカ〉，
Dewan Mahlmh Ali （ゲッカ）， Hahihur Rahman （シノレヱット）， S. A. Wa巾1d












束パ委貝長 AbdusSalam khan （束パ高裁弁護士会会長〉は両ノミ各地を訪問，ヲ








10目 T NAP東パの内紛つづく一一一束パ NAP執行委員会はマイメンシンの Altaf
Aliと同氏に追随する 5人を党から除名し， Mohiucldin Ahmed NAP中央書記
およびHabiburRahman東パ執行委に対し， Ali氏らがマイメンシンで、主催した
不法な特別委に参加しながら何の措置もとらなかった理由を釈明させるべきだと
の決議を採択した。除名された人の名前は Ali氏の外， KaziAbdul Bari, Mozi声
nm Nesa, Azizul Islam Khan, A. Razzak, Kallyan Chowdhury. 
この除名決議は16地区のうち11地区が認め，釈明決議は13地区のうち11地区が
認めて可決された。東パNAPの少数派（モスクワ派）はこの日も決議に抗議し
て退場したの決議の提案理由説明は NurulHuda Kaclr Bux氏が行なった。

























12日 T PAL (PDM j尿）， APALの主張を批判－APL(PDM派）のおheerudclin詐記






































’東パ AL-PDM派評議会戸一束パ AL-PDM派評議員会がダッカで開かれ， PD
M支持を明らかにするとともに，もし PDMが来年2月主で、現実的な運動に失敗
するならば， 3月から独自の活動を行なう旨の決議を採択した。評議員会議長は
東パ AL暫定委員会議長 MaulanaAbdur Rashid Tarkabagish0同評議員会は







































































訂は N出 eemAuranzeh，ピノレザダ外杭］， Fida Hassan情報省次訂， Mohammad 






























なお東パNAP評議員会は同執行委の決定により 1968年 9)126, 27, 29日に行
なわれる予定になっている。評議員会開催要求書に署名したおもな人は Mohiu<l-
din Ahmed, Ahmedul Kabir, Khondker Mohammad Elias, Kazi Mohammad 
Idris, Abu Mohammad Ferdous, A. Gaf ur, IIabibur Rahman, A. L.臼adrun-
dduza, Abdul Aziz Talukdar, Allafur Rahman Khan. 
-261- 一（257）一
ハキスタン（lOJJ)












1%8fj'.の成厳令以米逮捕され拘禁されていた AlxlusSamad Khan Achakzal 
















！？在日告は Mintaka1Jドを経て HounzaValleyを通り新彊につながっていたが， 1940 


















Vインド陸軍総司令官訪パ一一インドの Gen.P. P. Kumaramanglam陸市総
,iJ令官はラワールJ ピンジを訪ね，パキスタン陸軍総司令官 A.M. Yahya Khanと
会談した。
T PIA, 力ラチからニューヨークヘー一・－PIAは米年4J J15 IJより似1J; 7チ・
ニ斗ーヨークの運行を行なうと発表した。





















② 賃金委民会（第2次〉の設立O これは第 1次賃金委L主会（Waι・eboar 





















































29日 ’アユブ大統領， トルコ大統領と会見一一アユブ大統領は29Hトノレコの Sunay
大統領と突然スケジュール外の会見を行ない，中近東問題について話し合ったυ






















































































































































愉 l＼知 返済叩 〕E済比不
1%1/GS :10｛：，むyレピ－ :1 ｛怠50007:fJレピー 1 % 
19G5/Ci<i 35 1 " 4グ 2000 グ 12.5%
1966/6マ 37I 5000万／レ1子－ 5 If 2()00 I 14% 










ty）は Kalab叩 h(Mianwali地区）に鉄鋼工場を建設するdi情iをたて近く q，央政
府に承認を求めることになった。この計画は両組！の SalzgitterIndustrihaun社の
参与のもとにつくられたもので， billet20万トン， rail sleeper 267i5000トン，
merchant baτ23万トン， wire12万トンの年産を行なう。総投資は13億9000万ノレ




















(i()()ff)j 1りレお上び1000万ドノレに力iえ， さらに AD日農業開発銀行に対しIfiOOJjF' 
／レ供与の予定で，合計 1{/J2000万・ lりレが供与される予定。
Vアーマッド計画委副委員長，援助資金を求めて近〈訪中市一一アーマツ！っ「同
委副委員長仕特別の開発フ。ロジ 1 グトに対する中国の｝JlJ)Jを要請するため近く rt1















円「） Nt権問会議参加同は 1967／同年度分として 4佑4600万ドノレの援助を約束
したn この援助額は過主4年間で長大のものである。 19(i4/65年度は 4位3100




















(G) 1967 /68年度パキスタンがうける商品援助は結局 2億1600万ドルになる
（ワ。ロジェクト援助は残り 2億；.mo万ドノレとなる）。商1W1段助の約23%は肥料
・農業にあてられる。この商品援助のうちアメリカの商品援助が I{;&4000万ド
ノレで， 2500万ドルは肥料， 1倍1500万 iご／レはその他商品となっている。
初 ソ連はパに援助を約束したが，その額，内存などについては後の交渉で
決められる。 ソ連はこれまで 1f意7500Ti ドル援助しているが， このうち l{/J 
3400万ドノレは過去2年間に供与されたものであるの内訳は3000万 Iご／レが石油採
















この 2・3午安定的であったが， この 2・3ヵ月の問に急昇している。 Pondsの
内粉は去作6月2.6ノレピーだったものが現在ほ 3lレピー， ごゴプナ、ソツ計fl1ピンは
t'f：牛主で2.7Sルピーだったのに現在は：1.25！レピー，前ーミガキ・ 1宥ブ？ラシも怖J:り
























公社所有令業の民間払下げを決めてし、たO それは EPTDC,EPSIC, FIDCの3会
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ノミキスタン（lO月）
































































31日 1966. 7～1967. 4まで10ヵ月間の貿易








だL 21%:1m J乙 68%減
ジュート製品 1%グ 14%グ
綿 織物 3%11 
切 1%7年4}Jの輪山事[L'Jのがj)J比G
38％減 綿織物 21%減











以下にその一つを紹介し， あわせてインドの Nどw Age (9.17）に発表された京ノζキ
スタン共産党の中｜五l文化大革命批判を紹介するQ
〔1〕 中国文化大革命の展望（要旨）






















































































































































































にこりかたま／》ているQ この偏li'Jと文化大革命の実施とのため， I［＇共指導者層は←ヅ j









































































間に 1億3940万ノレピー（約 3000万ドル）， 1965年末までの民間投資総額は約





























カナダ｜ 187 I 58 I 245 1アメリカ｜ 131 I 2,359 I 2,490 
中国 I - I 56 I 56 Iソ 連I - I 721 72 
フランス l - I 54 I 54 Iユーゴl - I 55 I 55 
西独 I - I 294 I 294 II B R D I - I 412 I 412 
イタリー！ --I 40 I 40 II D A I - I 329 I 329 
日 本！ o.8 I 204 I 2ヲ04s1フォード基金 i -I 36 I 36 
ス！ 10 I 224 I 234 1世界合計 I1,301 I 























































































































⑦ Chittagong Jute Manufacturing Co. Ltd. 
⑨ Amin Jute Mills Ltd. 
⑨ Dacca Jute Mills Ltd. 
④ Karim Jute Mills Ltd. 
⑤ Latif Bawany Jute Mills Ltd. 
⑥ Pak Jute Mills Ltd. 
⑦ W. Rahman Jule Mills Ltd. 
(b）砂糖工場
(l) Zeal司PakSugar Mill品
③ Rangpur Sugar Mill邑
(c）綿工場
⑨ Muslim Cotton Mills 
(d）その他
④ Khulna Hardboard Mills 
② D. D. T. factory 
③ Groundnut Oil Mills 
④ Platium Jubilee Jute Mills (broard lorn section) 
(2) EPSIC 
① Glazed pottery factory 
（主DProduction unit for cheese and butter 
⑨ Coir and rope factory 
④ Cane and bamboo factory 
⑤ Agricultural implements factory 
（ゆ Cigarand cheroot factory 
(7） 同


































① Fidco Wood Seasoning Cabinet Manufacturing Plant, Dacca 
③ Integrated Timber Industrial (Ran即 ur)

































ト氏を批判， 「ブ、ツト氏は単一政党の問題， 6項目要求に関する見解，西パ l州
に対する見解，社会主義とイスラムの関係に対する見解を明らかにすべきだJと
のべた。
4 日 v西パ議会， LandRevenue Bilを承認一一酉パ議会は知事より提出された West



















くにムジブ、／レ・ラーマン， 日ajiDanesh, Sirajul Hossain Khan, Rashed Khan 


















育については， 1950/51から 1962/63までの聞にむしろ 800校が閉鎖し， 3万
5000校から現在は 3万4200校となっている。
T PDMクールナ県および市支部一一一PDMのクールナ県および市の支部が結成
され，式には約50人が出席した。県支部の委員長は A.F. M. Abdul Jalil (ND 
F），書記長は M.Shamsur Rahman (Jamat），副委員長は Nizam党， MLCから
各1名，書記に AL，会計に MLCの代表が選挙された。市支部の委員長は M.
Ahmed (AL），書記長は AbdulMuttalib (NDF）。
6 日 Vパ，国連安保理事非常勤理事国に選出さる一一パキスタンは国連安保理非常
勤理事国に 118票をえて選出された。
7 日 T NAP, 1月30日に Rangparで東パ評議員会一一－NAP東パ書記長代理はステ
一トメントを発表， NAPは11月30日東バ特別評議会を聞く旨明らかにした。議
長はパシャーニ委員長。
なお NAP東パ支部は最近内部対立が激化， 10月初日に 133人の東バ評議員が
委員長に 1ヵ月以内に特別評議員会を聞くよう要求した文書が党本部に提出され
ているという。これは10月 9, 10日聞かれた NAP東パ執行委が，マイメンシン
の指導者などを除名したことに端を発しているもので，特別評議員会開催を要求
する 133人のうち 5人は党の指導的な人々でラ名前は Muza妊arAhmed, Dewan 










































この非公式会談には SardarMohammad Aslam党幹事長， N.A. Khan商相，
西パ議会幹事・国会議員などが参加している。









Vクールナ NAP評議員， 評議員名薄の公表を要求一一クーノレナ NAPの評議
員20人は声明を発表，東ノサ十｜評議員会メンパーのリストを発表するよう要求，こ
うすれば党の混乱はさけられるだろうとのベた。
f NAP指導者，モスクワへ ソ連の革命 50週年記念式典に参加するため，
NAPの AhmedulKabir，ウスマニ NAP書記長， M.Ali Kasuri西パ NAP
委員長の 3人はモスクワにむけ出発した。
12日 V東パ AL( 6項目派〉役員選挙一一一東ノξAL(6項目派〉は PDM参加のた
め，同党を脱退した役員の後をうめるため，執行委員会を聞いて役員選挙を行な
い，副議長に MansoorAli, Khondker Mushtaq Ahmed （いずれも逮捕されて
いる〕， 会計に M.M. Samadを選出，執行委員として， Kamruzzaman（国会






















記長 SyedMohammed Sabir Jaffreyの書簡にもとづき，西パで、はペシャワー
ノレヲ D. I.カーン， Hazara, Kohat, Mardan, Bannu, Jhelum, Gujrat, Campbell同



























18日 T PDM力ラチ支部設立一一－NAPを除く PDMカラチ支部が設立された。 カ
ラチ支部委員長は RizwanAhmed MLCカラチ書記長で，その他役員として副
委員兵は SyedAli1 Mukthar Rizvi (AL), Fazal Ahmed Jaffri (N. I），書記長
Maulana Sabir Hussain Sharfi (J. I.），書記 AbrarHusain (AL），・会計 Abdul
Karim Rajkotwala (N. I.）。
19日 T NAP選挙で乱闘事件一一カラチで、行なわれた NAP選挙で対立するグループ
が石を投げ合って乱闘，ピストルが空にむけ発射された。投票には1100人が参加，












































































諸政策を強く非難した。評議員会は AbuHussain Sarkar （前首相〉を東パ委員
長に選出，副委員長 AbdulJalil, A. S. M. Sulaiman，書記長 M.A.Samad，会









































































なおこの結成大会に参加した主なメンパーは RasulBakhsh Talpur （ハイデラ
パッド）， Malik Hanid Sarfraz （ラホ－；レ〕， SardarPir Bakhsh Bhutto, J. A. 
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パキスタン（11月）
Rahim （前外務次官〉， Nizar Mohammad (MP A), Mohammad Hajat Khan, 
Begun Ahad A. Khan （古fiAL）など。
〔E〕経済
2 日 Vマレーシアに貿易使節目一一ソf政府は， マレーシアに貿易使節団（団長は

















4 日 ' 9月の貿易一一中央統計局発表によれば9月の貿易は以下の通り。
輸 出 1億8940万ノレピー（前月比10.07%減，前年同月比14.22%減〉
輸入 3億8850万ノレピー〈前月比 0.15%減，前年同月比 2.53%減〕
5 日 T 10月の物価，上昇一一中央統計局の発表によれば，米・豆・香辛料などの価
；陪は上昇，砂糖・野菜・茶などの価格は下落した。米価の平均上昇率は 1シーア
当り平均10～20パイサ。 Sugdasi米は 1シーア1.34ノレピーから1.44；レピーに値上
り， Joshi米は 1シーア 1.11ノレピーから 1.31!レピー， Kangni米は 1シーア 1ノレ
ヒ。ーから1.12；レピーとなっている，豆類は平均1シーア10パイサ近く値上りして
し、る0































西州におく。なお FPCC& Iはこの組織改正にあたり副総裁をこれまでの 3人
から 4人に増員することに決めた。
f 10月の貿易一一統計局発表によると， 10月の貿易は以下の通り。























































































































会 Co-ordination Committeeの設立を決め， メンバーは計画委副議長， 農業・


















18日 Vイギリス，ポンド 14.3%切下げ一一イギリスはポンドの平価を 14.3%切下














































































































































来，東パでの EPIDCの活動が非常に活発になってきている。 EPIDCのこの 5
年間の投資総額は 9億5939万ノレピーで年平均1億8900万ノレピー，投資企業は31工
場で，さらに 44工場が計阿・実施中である。分割前の 10年間の投資総額は 6億
7380万ルピー，年平均6738万ルピーラ投資企業21工場となっている。






















Vシェル石油， TitosGasを買収一一シェノレ石油は政府の承認をえて TitasGas 








29日 Vポンド切下げのジュート貿易に与える損失－PakistanJute Goods Exports 





























カ ナ ダ 3000万ドル フランス 3500万ドル
西 3虫 5000 " イタリー 2500 グ
英 国 2500 " 米輸出入銀行 5000 " 











下 27.85 " 
② 国境5マイノレ地域 もみ米 18.00／レピー／md.
米中 29.79 I 











資 本 発 行 高 (1,000；レピー）
I I 西パキスタン I 
年 次 l東パキスタント一一一ァ一一一 寸一一一一一一←｜合 計
｜ iカラチ以外｜カラチ｜ 計 ｜ 
1947 C 8月から） 2,050.0 1,520.0 2,110.0 3,630.0 5,680.0 
1948 4,862.5 4,949.9 9,954.2 14,904.1 19,766.6 
1949 2,260.5 2,106.4 6,719.6 8,826.0 11,086.5 
1950 1,171.5 1,150.0 5,368.0 6,518.0 7,689.5 
1951 1,769.1 3,002.5 8,895.9 11,898.4 13,667.5 
1952 10,064.1 5,631.3 16,822.4 22,453.7 32,517.8 
1953 7,854.3 7,940.9 13,358.4 21,299.3 29,153.6 

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































インド パキスタン インド ノfキスタン
1966. 6. 5（切下げ前） 182.30 182.30 66.40 66.40 
1966. 6. 8（切下げ後） 186.50 147.63 67.20 56.14 
1966.6.30 202.75 157.91 68.90 57.22 
1966.8.31 158.50 129.90 60.00 51.58 






インド ノξキスタン インド パキスタン
1967.5.24 163.50 133.13 62.50 53.21 
1967.5.27 159.08 130.28 61.13 52.30 
1967. 6. 3 157.73 129.42 62.10 52.91 
1967.6.10 155.88 128.25 62.15 52.94 
1967.6.17 148.31 123.46 58.02 50.33 



































法案，国防法改正法案， ListedPost Substantive Appointment Bill。
国会で， 野党からアユプ大統領の自序伝“Friends,not Masters，，に関する質
問が出されたが議長がこの質問をとり上げないだけでなく，職権を利用して質問
をした人々（AbulQasem, Aleem-al-Razee, Mukhlesuzzaman Khan）の3人を
議場から追放した。このため議長のこの措置を職権乱用として野党・無所属が激
しく抗議，議長が応じないため抗議の意を表すべく退場した。































Ahmed, Mohiuddin Ahmed, Dewan Mahal】ubAli Pir Habibur Rahman, 
Osman Ghani。ラングプールの NAP東ノξ臨時評議員会はまた NAP執行委決






なおこれら除名決議にはパシャーニ委員長， Mashiur Rahman, Abdul Huq 
(Kushtia), Shaulほ tAli氏らは出席していない。
T PDM, チッタゴンで集会開催一一←PDMはチッタゴンで結成以来始めて集会
を聞いた。集会では NurulAmin NDF委員長， N.N.カーン PDM委員長，
Daultana MLC委員長， MoududiJamaat党委員長， C.M. Ali Nizam党委員
長などが挨拶した。











































5 日 V選挙人団法改正案， 国会に提出さる一一選挙人団法改正案（Electoral Col-




























































Jafri商務省次官補， M.Ismail経済省次官補， M.Haq計画委経済長官， S.Aziz 
計画委国際経済関係部長， ShafiulAzam束ノfAdditional Chief Secretary，同
商パ B.A. K ureshi。出発は12月16日で， 23日に帰国予定。




































































































































































この評議員会にはシンド NAPの委員長 GalamMohammad Leghari，同書記
長BhukarShar，カラチ NAP執行委員Salauddinが出席して挨拶， AbdulMajid 




場の支町人3人を 1万ノレピーで保釈するよう認可した。 HajiYar Mohammad, 






































18日 v非核兵器所有国際会議， 1968年8月に一一国連第 1委員会（政治・安全委員会〕
は1968年8月にジュネーブで非核兵器所有国による国際会議開催を決定した。こ
の会議はパキスタンの提唱によるもの。




















月行なわれたがペシャワーノレ NAPの AfzalBangash （カラチの選挙管理委〉が
不利とみて無効を宣したため，パシャーニ派だけの選挙が行なわれたもの。選挙
















Leghari （シンド NAP委員長）， Syed Baqar Shah 〈中央執行委）, Salauddin 
（カラチ NAP執行委〉。パシャーニ委員長は GausBux Bejenjo （前ノ勺レチスタ
ンNAP指導者）， Anis Hasmi （カラチ NAP）に対しても反党活動に対する釈
明を要求した。
31日 V ピルザダ外相，カシミール問題でインドを非難一一ヒ。ノレザダ外相はインドが




















































1967.11 1967.10 比率（%） 1966.11 比率（%）
2,447 2,110 +15.97 2,989 -18.13 
3,930 4,292 - 8.43 4,587 -14.32 
8 目 T 1966/67年度食糧輸入量一一食糧・農業省次官は国会での質問に答え， 1966/
67年度食糧の輸入量は小麦 111万トン，米8万2390トンであると発表した。小麦
の輸入先はアメリカ（クレジットと PL480), カナダ（援助）， オーストラリア

























生産能力（日産） : Rayon grade pulp 18 t, viscose rayon filament yarn 10 t, 
transparent wrapping paper 5 t, sulphuric acid 30 t, carbon disulphide 10 t, 
sodium sulphate 15 t. 




































マイメンシン Cox’s Bazar Brahmanbaria 
米（上質）（モーンド当り） 60～65ルビー 48ルビー
グ（中・下級〉（ I ） 38～42 11 35～40 グ 30～35ノレピー
からし油（シーア当り〉 4.5～5.0 グ 5 I 
羊 肉（ I 4.0 I 3.5 I 4.Q I 
卵 (4個〉 44パイセ 64パイセ 50パイセ
18日 V国会，中央銀行法改正案承認一一国会はその最終日の18日，中央銀行法改正
案を承認した。この改正法案によれば，今後中央銀行に対し工業化促進基金設置










































































会社に資金供与を決定した。 この会社は Sinclaireh油 ian Oil Company と






















































































































































































































































































































表 2 中央政府予算の開発資金担分 (100万ノレピー〉
｜東 パ｜西 パ｜東 パ川西パ（%）
1960/61 I 298 I 335 I 47 I 53 
1961/62 I 246 I 317 I 44 I 56 
1962/63 I 431 I 429 I 50 I 50 
1963/64 I 677 I 682 I 50 I 50 
1964／臼 I 564 '1 540 I 51 I 却
第2次計画（年平均） i 447 l 461 1 49 1 51 
1965/66 I 370 I 154 I 71 I 29 
1966/67 I 958 I 263 I 78 I 22 
1967/68（予算） I 912 I 452 I 67 I 33 
第3次計画（年平均） ｜ 7訂 I 290 I 72 J 沼
中央政府予算より








表 4 東西パキスタン別輸出収入 (100万ルピー）
一一
1 60/61 I 1 259 I 540 I 10 
/62 I 1,301 I 543 I 70 
2/63 I 1,249 I 998 I s 
1963/64 I 1,224 I I 
1964/65 I 1,268 I 1,140 I 幽 53
5/96 I 1 514 I 1 204 I 霊量 55 
1966/67 I 1,660 I 1,325 I 宵 56 




表 5 民間 投資 (100万ノレピー〉
｜東パ附｜ 西パ 側
1963/64 I 548 I 21 I 2,091 I 79 
1 64/65 I s11 I 24 I 2,614 I 76 
78 
中央統計局
表 6 工業投資計画表による資金目己分 (100万／レピー〉
「東一パふ）｜西バ瓦1合計
1- I I ri I i：；良
一一子一「－－；；；－1----33 I 1,755 1 三円－－－；－ふJ
表 7 PICICによる資金貸付 (100万ルビー〉
一一一一一＿＿＿＿＿I* 
963/64 I 9.06 I 131.87 I 6.43 I 93.57 
64/65 I 38.21 I 227 .06 I 14.44 I 85.56 
計 I 198 .93 l 697 .21 l 22 .20 I 77 .80 
PICIC年報より
表 8 IDBPによる資金貸付 (100万ルピー〉
一一
1 計 l 676 l 771 l 47 1 
一（300）一 -268← 
1 9 6 7 年 の パ キ ス タ ン 年 表
政
1. 1 I 旧政治家78人政界に復帰
2. 1 I西パ鉄道労働者スト（～ 4)





1. 17 I中国から食糧15万トン輸入協定（米10万トン，小麦 5
｜万トン〉
1. 30 I凶立銀行，貸出制限（輸入制限のため）
3. 30 I第 3次 5カ年計画修正（農業に優先順位与える〉
4. 14 I卸売物価指数急昇（食糧は前年度より 18%増〉
対 タ卜 関 係
1. 14 I 附独連邦相訪ノ長
2. 13 Iマレーシアに新大使氏， M.S. Shaikh氏
3. 9 I空軍デモンストレーションで中共製 MIG戦闘機4機
公開
3. 10 I ！註パ米大使更迭
4. 1 Iインド・パに軍縮会談申し入れ（印ノミ二4:1），パ拒否
4. 12 I米，パ・イに対する軍事援助再開せずと発表
5. 1 I野党統一戦線であるパキスタン民主主義運動（PDM〕 ｜ ｜ 
結成さる（野党 5政党で，全国人民党 NAPを除く） ’ 
s. 7 I ピノレザダ外相，訪ソ（～13)
6. 6 Iパキスタン各地でイスラエル反対デモ
7. 3 I ファルーク商相辞任（後任は N.A. Ghafoor氏〉
7. 9 I ジンナ一女史逝去
s. 19 I東パ人民連盟AL分裂（PDM参加派と反対派に〉
s. 30 I東パ学生による“政治犯釈放・弾圧反攻の日円デモ
9. 18 I東パ AL反 PDM派，組織・役員など決める
10. 7 I 東パ NAP内紛
11. 30 Iブット前外相，パ人民党（社会主義政党）を結成
11. 30 I束パ NAP臨時評議員会開催
12. l l国会開く（議長職権をめくる間対立，野党ボイコ
｜ット）




12. 16 I束パ NAP分裂（パシャーニ委員長派とウスマニ吉記
i長派に〉
6. 2 Iパキスタン債権国会議， 3億2000万ドル援助決定
6. 11 I 1967 /68年度予算案国会提出（国防費縮少〉
7. s I 新輸入政策発表（きびしい輸入制限をとる〉
s. 1 I タルベラ・ダムへの援助きまる（総額2億4000万ドル）
8. 3 I PL 480協定調印（総額 1億0890万ドルで，小麦100万
トン，食用油10万トン他）
一一一o万ド援助決定
1. 1s I政府公社の払下げ計画発表（EPIDC, EPSICなど29
i企業）
5. 25 I A. R.カーン国防相，訪中（～6.3)
6. 13 I 北朝鮮特使訪パ（～17)
7. 20 Iインド，駐印パ高等弁務官書記を追放（スパイ容疑）
8. 23 Iパ，インド外交官 3人を追放（スパイ容疑〉









1. 20 Iパ政府，ルピ一切下げずと発表。輸出振興策として輸 I11. 26 Iキーシンガー西独首相訪パ
出税の廃止，輸出ボーナスの10%加算，輸入税率10%
引上げを決定
1. 27 I ジュート，綿輸出に 7～8%補助金供与（ポンド切下
げ前契約分〉
12. 18 I国家経済会議，東西格差に関する報告書を悶会に提出













ljト：＇？二－ 国 256頁 268頁 172頁
国 日I切 519 558 
イ ン 241 257 218 
インドシナ 263 267 480 
フィリピン 173 274 172 
タ イ 240 332 208 
シンガポーノレ 242 196 234 
インドネシア 296 251 208 
ノレ 七三「 325 387 288 
ノミキスタン 品切 354 300 
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